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中央には“Ph. Fr. de［＝ von］Siebold”の大
























































し、大陸産オオカミ Canis lupus とは別種とし
て“Canis hodophilax”と命名していたものだ。
幻の動物であるだけに異説があるけれども、こ
の種名は今も有効とみられている。テミンクは
ＦＪでこう書いている。「新種の野生の犬、す
なわち日本人がヤマイヌと呼んでいるものは、
全体の形でも毛並みの特徴でも、生活様式でも、
欧州諸国の狼と比較しうるものである。……日
本の狼は欧州の狼より小さいのみならず、立っ
たとき、体長に比べての体高が欧州の狼より小
さい。……」この箇所には、剥製によく似た全
頁大の全形彩色図が付けられている。
ちなみに、“ヤマイヌ”の剥製と頭骨は日本
人にとって、ライデンの自然史博物館標本のな
かでは最も気がかりなもので、戦前以来幾人も
― ―
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の研究者やジャーナリストが現地を訪れてこれ
らを直接調査している。その剥製は1988年の日
蘭修好記念展の際に日本へ里帰りして２か所の
博物館で展示され、参観者に強烈な印象を与え
た。このように、最初の命名の基になった掛け
替えのない“基準
タイプ
標本”がライデンの自然史博
物館には数多く保存されており、ＦＪで記述さ
れて今も生きている多くの種名がそれらと緊密
に結びついているのである。
しかし他方、彼の本当の興味は日本の人文的
な諸要素に向いていたように思われる。彼が弱
冠30歳前後の数年間に蓄積した資料に基づき、
帰国後にドイツ語で執筆出版した大著『日本 日
本とその隣国、保護国――蝦夷・南千島・樺
太・朝鮮・琉球列島――の記録集．日本とヨ
ーロッパの文書および自己の観察による』
（1832－51、ライデン）は、“江戸後期日本のす
べて”ともいうべき畢生の集大成である（有名
な既訳書『江戸参府紀行』はその中の一章）。
先年これが９巻本（1977－79、雄松堂）として
全訳出版されたのは実に有意義なことであっ
た。これまで、シーボルトをめぐる無数の研究
のほとんどがこうした民族学的な面に向けられ
てきたが、それは不当なことではない。しかし、
この名著もその背景をなす膨大な物品も、過去
の世界を記録した歴史的資料以上のものではな
い。事実誤認もあっただろう。
それとは質を異にして、『ファウナ・ヤポニ
カ』とシーボルトが集めた動物標本は単なる文
化遺産にとどまらず、ある意味では今でも“生
きて”いる。ちょうど我々の本籍地のように、
日本人研究者をそこへ回帰させるのだ。生物は
すべて時代とともに進化し変形するものだが、
現在の生物はまだシーボルトの時代から変わっ
ていない。彼自身の意図とは関わりなく、日本
産の現存動物を研究する人には、場合により、
国際動物命名規約（新版が2000年１月発効）に
従って、ＦＪの記載やライデンの基準標本を調
べる必要が生ずるのである。
それはともかく、シーボルトと協力者らが当
時の厳しい環境条件を突破してなしとげた仕事
は、凡人の常識をはるかに超えるものである。
仮に現代において、このような人物がもろもろ
の情報技術や電子図書館を駆使するとすれば、
結果はどうなるだろうか。――この人の生涯と
事績を見つめるとき、今さらのように一個人の
力の偉大さを思わずにはいられない。
（たすみ　もとお：元理学部助教授）
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附属図書館公開展示会について（予告）
――京都古地図など――
平成13年度附属図書館公開展示会は昨年寄贈を受けた『大塚京都図コレクション』
の中から京都古地図を展示します。展示は総合博物館新館オープニングにあわせて、
同企画展示室で開催します。
期間　：　平成１３年６月１日（金）～６月３０日（土）
休館　：　月曜日
場所　：　総合博物館　企画展示室（２階）
なお、開催期間中に文学研究科金田章裕教授による記念講演会を予定しています。
